
22年第４回定例会提出議案 

 

■ １２月１０日 付議事件 

番 号 件  名 要  旨 
付託先 

委員会 

議決 

結果 

議案第53号 市道路線の認定について １ 開発行為による道路の帰属及び第二京阪道路整備に伴

う路線の認定 

２ 認定路線 ５路線 

建設文 

教常任 

委員会 

可決 

議案第54号 市道路線の変更について １ 大阪府営門真住宅建替えに伴う認定路線の変更 

２ 変更路線 １路線 

建設文 

教常任 

委員会 

可決 

議案第55号 門真市立弁天池公園の指定

管理者の指定について 

１ 指定管理者に管理を行わせる施設 

門真市立弁天池公園 

２ 指定管理者に指定する団体 

枚方市伊加賀寿町１番５号 

  弁天池倶楽部 

代表者 京阪園芸株式会社 

  代表取締役 岸 元士 

３ 指定期間 

  平成23年４月１日から平成26年３月31日まで 

建設文 

教常任 

委員会 

可決 

議案第56号 北河内地域広域行政推進

協議会の廃止に関する協

議について 

平成23年３月31日をもって北河内地域広域行政推進協議会

を廃止することについて、関係市と協議を行うもの 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第57号 大阪広域水道企業団規約

の一部変更に関する協議

について 

１ 大阪広域水道企業団の構成市を追加することについ

て、関係市町村と協議を行うもの 

２ 施行日 大阪府知事の許可の日 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第58号 門真市事務分掌条例の全

部改正について 

１ 要  旨 

新しい施策や行政課題により少ない職員で柔軟に対応

しうる、一層簡素で効率的な行政組織の整備を図るもの 

２ 施行日 平成23年４月１日 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第59号 門真市立老人福祉センタ

ー条例の全部改正につい

て 

１ 要旨 門真市立老人福祉センターに指定管理者制度を導

入するもの 

２ 施行日 平成23年10月１日 

 民生常    

 任委員 

 会 

可決 

議案第60号 門真市高齢者ふれあいセ

ンター条例の全部改正に

ついて 

１ 要旨 門真市高齢者ふれあいセンターに指定管理者制度

を導入するもの 

２ 施行日 平成23年10月１日 

 民生常    

 任委員 

 会 

可決 

議案第61号 一般職の職員の退職手当

に関する条例の一部改正

について 

 

１ 要旨 退職手当制度の一層の適正化を図るため、退職

後に懲戒免職等処分を受けるべき行為をしたと認められ

るに至った者の退職手当の支給制限及び返納の制度等を

設けるもの 

２ 施行日 公布の日 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第62号 門真市税条例の一部改正

について 

１ 要旨 身体障害者に対する軽自動車税の減免の適用範

囲を拡大するもの 

２ 施行日 平成23年４月１日 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第63号 門真市立リサイクルプラ

ザ条例の一部改正につい

て 

１ 要旨 門真市立リサイクルプラザ内のリサイクル工房の

うち、吹きガラス工房、ガラス細工工房、陶芸・ガラス 

バーナー工房を閉鎖するもの 

２ 施行日 平成23年４月１日 

 民生常    

 任委員 

 会  

可決 

議案第64号 門真市教育センター条例

及び門真市立生涯学習セ

ンター条例の一部改正に

１ 要旨 門真市教育センターの視聴覚室を門真市立生涯

学習センターに移管するとともに、同センターにプレイ

ルームを新たに設置するもの 

建設文 

教常任 

 委員会 

可決 



ついて ２ 施行日 平成23年４月１日 

議案第65号 門真市立公民館条例の一

部改正について 

１ 要旨 門真市立公民館二島分館を廃止するもの 

２ 施行日 平成23年４月１日 

 建設文 

 教常任 

 委員会 

可決 

議案第66号 平成22年度門真市一般会

計補正予算(第３号) 
既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,155,844

千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

51,869,807千円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

国庫支出金・国庫負担金     643,222千円 

国庫支出金・国庫補助金     581,960千円 

府支出金・府負担金       25,115千円 

府支出金・府補助金       31,770千円 

繰入金・基金繰入金       130,857千円 

諸収入・雑入          130,620千円 

市債・市債           612,300千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

総務費・総務管理費        5,400千円 

総務費・徴税費         16,000千円 

民生費・社会福祉費       152,633千円 

民生費・児童福祉費        4,738千円 

民生費・生活保護費       805,271千円 

衛生費・保健衛生費        14,986千円 

衛生費・清掃費         △1,404千円 

農林水産業費・農業費       2,180千円 

商工費・商工費           △7千円 

土木費・土木管理費         △114千円 

教育費・教育総務費       △1,595千円 

教育費・小学校費        551,000千円 

教育費・中学校費        602,000千円 

教育費・社会教育費         △244千円 

予備費・予備費          5,000千円 

⑶ 債務負担行為の補正 

 １）目 的 放課後児童クラブ運営業務委託（６） 

    期 間 平成22年度～平成25年度 

    限度額 231,120千円 

２）目 的 浄化センター運転管理業務委託 

    期 間 平成22年度～平成25年度 

    限度額 150,000千円 

３）目 的 門真市立弁天池公園指定管理委託 

    期 間 平成22年度～平成25年度 

    限度額 54,180千円 

４）目 的 英語教育活動業務委託 

    期 間 平成22年度～平成23年度 

    限度額 28,000千円 

５）目 的 学校給食調理業務委託（11） 

    期 間 平成22年度～平成25年度 

    限度額 169,053千円 

⑷ 地方債の補正 

 民生常    

 任委員  

 会 

 

 建設文 

 教常任 

 委員会 

 

 総務水  

 道常任  

 委員会 

可決 



 追加分 

   目 的 学校教育施設等整備 

   限度額 576,500千円 

 変更分 

   目 的 退職手当 

   限度額 769,500千円 → 805,300千円   

議案第67号 平成22年度門真市国民健

康保険事業特別会計補正

予算(第３号) 

既定の歳出予算の総額23,001,786千円の範囲内で更正す

る。 

歳出（歳出補正の内訳） 

諸支出金・償還金及び還付加算金  24,707千円 

予備費・予備費        △24,707千円 

民生常    

任委員 

 会 

可決 

議案第68号 平成22年度門真市水道事業

会計補正予算(第２号) 

既定の資本的支出の総額に309,889千円増額し、資本的支

出の総額を1,390,634千円とする。 

資本的支出補正の内訳 

  企業債償還金         309,889千円 

総務水  

道常任  

委員会 

可決 

議案第69号 人権擁護委員候補者の推

薦について 

栗原 久子委員の任期満了（平成23年６月30日）に伴うも

の 

－ 同意 

議案第70号 平成22年度門真市一般会計

補正予算（第４号） 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ77,921千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ51,947,728千

円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

繰入金・基金繰入金         221千円 

市債・市債           77,700千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

土木費・道路橋りょう費     73,137千円 

教育費・保健体育費        4,784千円 

 ⑶ 地方債の補正 

 変更分 

   目 的 地方道路等整備 

   限度額 20,300千円 → 93,300千円   

 目 的 公共施設整備 

   限度額 31,800千円 → 36,500千円   

建設文   

教常任 

委員会 

可決 

認定第１号 平成21年度門真市歳入歳出

決算認定について 

一般会計外７会計 － 認定 

認定第２号 平成21年度門真市水道事業

会計決算認定について 

 － 認定 

■ １２月２１日 付議事件 

議案第71号 一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部改正につい

て 

平成22年8月10日付け人事院勧告及び諸般の状況に鑑み、

本市の一般職の職員の給与等の改定を行うもの 

１ 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 

⑴ 一般職の職員（中高齢層）及び再任用職員の給料

月額を引き下げる。 

⑵ 当分の間、55歳を超える職員（再任用職員を除

く。）で職務の級が６級以上の者へ支給する給料月

額、地域手当、期末手当及び勤勉手当の1.5％に相

当する額を減額する。 

⑶ 住居手当について国基準と同様にするとともに、

次のとおり経過措置を講じる。 

  平成23年４月１日から同年９月30日までの間、新

－ 可決 



条例により算出した住居手当の額が、旧条例により

旧条例における住居手当の算定基礎額である家賃の

上限「20,600円」を「27,000円」と読替えて算出し

た住居手当の額を下回る場合には、読替え後の旧条

例による住居手当の額を支給する。 

⑷ その他引用条項の整備を行う。 

２ 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例の一部改正 

 ⑴ 平成18年の給料表改定に伴う経過措置の現給保障

の算定基礎額を0.17％引き下げる。 

 ⑵ 現給保障による差額を平成23年４月以降、１年に

つき25％ずつ減額する措置を講じ、平成26年３月31

日をもって現給保障を終了する。 

３ 門真市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 

  育児短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員に対

し、１⑵の規定を適用する。 

４ 門真市職員の勤務時間、休暇に関する条例の一部改 

 正 

  １⑵に規定する者が介護休暇を取得した場合におけ

る給与の減額基礎額について規定する。 

５ 施行日 

１⑷にあっては、公布の日 

１⑴、２⑴にあっては、平成23年１月１日 

１⑵、⑶、２⑵、３、４にあっては、平成23年４月

１日 

議案第72号 平成22年度門真市一般会計

補正予算（第５号） 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ180,483千

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

51,767,245千円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

繰入金・基金繰入金      △180,483千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

議会費・議会費         △5,411千円 

総務費・総務管理費        26,944千円 

総務費・徴税費          2,759千円 

総務費・戸籍住民基本台帳費   △7,280千円 

総務費・選挙費           173千円 

総務費・統計調査費       △8,071千円 

総務費・監査委員費      △11,709千円 

民生費・社会福祉費       △2,845千円 

民生費・児童福祉費      △63,593千円 

民生費・生活保護費         707千円 

民生費・国民健康保険費      △1,309千円 

衛生費・保健衛生費      △15,652千円 

衛生費・清掃費          3,886千円 

農林水産業費・農業費     △11,904千円 

商工費・商工費        △14,989千円 

土木費・土木管理費      △19,257千円 

土木費・河川費          5,870千円 

土木費・都市計画費      △41,022千円 

教育費・教育総務費      △11,118千円 

教育費・小学校費        △5,857千円 

教育費・中学校費       △10,953千円 

－ 可決 



教育費・幼稚園費        △2,255千円 

教育費・社会教育費       11,096千円 

教育費・保健体育費       △1,890千円 

予備費・予備費          3,197千円  

議案第73号 平成22年度門真市国民健康

保険事業特別会計補正予算

（第４号） 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,309千円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ23,000,477

千円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

繰入金・一般会計繰入金     △1,309千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

総務費・総務管理費       △1,309千円  

－ 可決 

議案第74号 平成22年度門真市公共下水

道事業特別会計補正予算

（第２号） 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ22,440千円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5,788,129

千円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

繰入金・一般会計繰入金    △22,440千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

総務費・下水道総務費     △22,440千円   

－ 可決 

議案第75号 平成22年度門真市後期高齢

者医療事業特別会計補正予

算（第２号） 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ4,577千円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,060,822

千円とする。 

⑴ 歳入（歳入補正の内訳） 

繰入金・一般会計繰入金     △4,577千円 

⑵ 歳出（歳出補正の内訳） 

総務費・総務管理費        △4,577千円 

－ 可決 

議員提出 

議案第４号 

地方経済の活性化策を求

める意見書 

 － 可決 

議員提出 

議案第５号 

切れ目ない中小企業支援

及び金融支援策を求める

意見書 

 － 可決 

 


